特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　３月２４日　３４８号　
京都府植物誌目録ノート説明会　京都市南区　京都テルサ　19日(日)　33人の参加あり　京都府自然環境課からも参加あり

4会場で171人の参加者で大きな成果が生まれ、里山の会の新しい繋がりが始まりました。10月から会場探し、会場調査、そして成功のために協力者の発掘、そして訪問して助言や紹介をいただくなど随分地元の方々にお世話になりました。そして元勤務地の知り合い、後輩や先輩、友人など多くの皆さんに名前を聞き出し直接案内の手紙やハガキの送付、植物に関心をお持ちの皆さんや、一般市民の皆さんへの案内、そして会場地域へのチラシの個別配布、そしてローカル新聞への案内記事掲載の働きかけ記者会見ありとあらゆる気がついたことを何とかやりこなして多くのご参加を実現できました。そして何よりも里山の会の事務局会議に出席いただいている皆さんの献身的なご協力がここでもあってのことでした。
講師の先生方には随分遠方までご多忙にもかかわらずお越し願って説明や解説をいただきました。ご来場いただいた方々にはいいお話を聞かせていただき、大変参考になりましたと喜んでおられました。スタッフとしてはじめて訪れたところでの諸準備のため出発前の点検チェックには特に念を入れていただき、大きな失敗も無く順調に実施できました。当日の運営には司会者や閉会挨拶などなれない役割も分担していただきご苦労をおかけいたしました。
専属バンド「花みずき」さんの演奏に立ち上がって拍手いただくなど心を和ませていただきました。里山の会として初めて京都府下4会場での連続説明会の開催が成功できましたのは、『ノート』発刊のために年末も年始もゆっくりすることも無く集中していただいた力がここでも見事に発揮されました。里山の会に一寸無理をしていただきましたが、確実に大きくなっていることが誰の目にも明らかです。この成果を自信にして、新しい取り組みに力を合わせてゆきましょう。2010年度最終行事の大成功にご協力いただきました皆さん、そしてエールを送っていただいた総ての皆さんに心からお礼を申し上げます。本当に有難うございました。
第3回理事会　22日　10名の出席で成立　2011年度の方針案や予算案を決定しました。来る4月26日の第11回通常総会に提案する議案を決定しました。議論され確認された事項は、NPO里山の会が法務局に申請した1996年12月10日が結成日として確認されました。又、里山の会の会員人数は毎年4月1日現在の組織人数を持って確定することが決定されました。又、昨年から予算化してきました、減価償却累計額が644833円になったことも報告されました。そのほかイベントごとに撮影されているスナップ写真を積極的に活用するべきだとの意見があり、まずはじめに毎週の事務局会議にパワーポイントを用いて事業報告に役立てることにしました。
カスミサンショウウオの生態説明会　UR事務所(近鉄：高の原駅　西側北に徒歩７分)　３月２５日　１４時～１６時　
内容　　京都大学教授・松井先生の講演　UR職員：現地報告が予定されています。　参加希望者は里山の会まで連絡下さい

地域で考えよう防災　今年は京田辺市で開催予定　これまで使ってきた国土交通省淀川河川事務所の水中歩行体験機　急流水歩行体験機　水没ドア水圧体験機の耐用年数が経過し、老朽化が進みこのたび新調されました。木津川市山城町北河原の木津川流域センターで試験運転がされましたので里山の会事務局メンバーが河川レンジャーと一緒に見学しました。コンパクトにまとめられ、運搬や組立ての時間かなり短縮されるようになりました。体験者も見学者も大変見やすく改善されていました。
平成２２年度の京都府の地域力再生プロジェクト支援事業交付金募集のお知らせが届く。里山の会では植物学校開催を申請してはとの意見がありました。ノート説明会で繋がった輪を活用して丹後や中丹などに出かけて地元の方々との交流を深めるために更に、地域の環境保全や歴史を語り地域力再生に役立てる企画とするのはどうかといった意見がありました。企画案を募集中です。
第4回親子花見乗船体験と木津川展
乗船申し込み受付け始まる4月3日　10時～14時30分
　　　開催場所　京田辺市河原　府営団地13棟南側

第３公園と隣接する馬坂川
参加受付け人数　４００人　先着順　

乗船者受付け者には　後日乗船時間をFAXで通知


















